
プレス発表資料

１．文部科学省が集計した結果 注）太下線データが今回追加分

測定日時 天候 実施者

測定箇所 【22】 （約35Kｍ西北西） 3月18日14時48分 2.2 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【15】 （約35Kｍ西） 3月18日14時36分 2.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【21】 （約30Kｍ西北西） 3月18日14時35分 8.7 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【14】 （約35Kｍ西） 3月18日14時22分 0.8 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【7】 （約45Kｍ北） 3月18日14時18分 2.4 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【6】 （約45Kｍ北） 3月18日14時10分 3.0 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【13】 （約40Kｍ西） 3月18日14時09分 0.8 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【23】 （約35Kｍ西北西） 3月18日14時04分 3.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【22】 （約35Kｍ西北西） 3月18日13時48分 2.3 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【33】 （約30Kｍ北西） 3月18日13時45分 52.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【5】 （約45Kｍ北） 3月18日13時40分 3.5 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【15】 （約35Kｍ西） 3月18日13時36分 1.6 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【21】 （約30Kｍ西北西） 3月18日13時34分 9.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【32】 （約30Kｍ北西） 3月18日13時32分 150.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【14】 （約35Kｍ西） 3月18日13時22分 0.5 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

＊１　GM（ガイガー=ミューラー計測管）における値
＊２  電離箱における値
＊３ NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータにおける値

場所（福島第１発電所からの距離）

福島第一原子力発電所の20km以遠のモニタリング結果について
平成23年3月18日16時00分現在

　 文 　　部　　 科　　 学　　 省

数値（マイクロシーベルト／時）
（記載のない限り屋外)



測定日時 天候 実施者

＊１　GM（ガイガー=ミューラー計測管）における値
＊２  電離箱における値
＊３ NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータにおける値

場所（福島第１発電所からの距離）
数値（マイクロシーベルト／時）

（記載のない限り屋外)

測定箇所 【31】 （約30Kｍ西北西） 3月18日13時20分 45.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【7】 （約45Kｍ北） 3月18日13時18分 3.0 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【6】 （約45Kｍ北） 3月18日13時10分 3.5 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【13】 （約40Kｍ西） 3月18日13時09分 0.7 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【23】 （約35Kｍ西北西） 3月18日13時04分 2.8 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【22】 （約35Kｍ西北西） 3月18日12時48分 2.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【33】 （約30Kｍ北西） 3月18日12時47分 52.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【5】 （約45Kｍ北） 3月18日12時40分 3.2 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【15】 （約35Kｍ西） 3月18日12時36分 1.6 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【21】 （約30Kｍ西北西） 3月18日12時35分 8.5 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【32】 （約30Kｍ北西） 3月18日12時33分 140.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【14】 （約35Kｍ西） 3月18日12時22分 0.7 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【7】 （約45Kｍ北） 3月18日12時22分 4.1 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【31】 （約30Kｍ西北西） 3月18日12時20分 45.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【6】 （約45Kｍ北） 3月18日12時15分 7.5 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【20】 （約45Kｍ北西） 3月18日12時14分 2.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【13】 （約40Kｍ西） 3月18日12時09分 0.8 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【12】 （約40Kｍ西） 3月18日12時00分 1.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター



測定日時 天候 実施者

＊１　GM（ガイガー=ミューラー計測管）における値
＊２  電離箱における値
＊３ NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータにおける値

場所（福島第１発電所からの距離）
数値（マイクロシーベルト／時）

（記載のない限り屋外)

測定箇所 【33】 （約30Kｍ北西） 3月18日11時47分 52.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【5】 （約45Kｍ北） 3月18日11時40分 7.5 *2 降雨無し 文部科学省

測定箇所 【11】 （約40Kｍ北西） 3月18日11時39分 5.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【32】 （約30Kｍ北西） 3月18日11時33分 140.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【10】 （約40Kｍ北西） 3月18日11時29分 4.0 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【31】 （約30Kｍ西北西） 3月18日11時20分 40.0 *2 降雨無し 日本原子力研究開発機構

測定箇所 【4】 （約50Kｍ北西） 3月18日10時55分 5.7 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

測定箇所 【1】 （約60Kｍ北西） 3月18日10時08分 8.5 *2 降雨無し 原子力安全技術センター

２．防衛省の測定については準備中
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（参 考） 
 
 

屋内退避及び避難等に関する指標 
予測線量（単位：μSv） 

外部被ばくに 
よる実効線量 

内部被ばくによる等価線

量 
・ 放射性ヨウ素による小

児甲状腺の等価線量 
・ ウランによる骨表面又

は肺の等価線量 
・ プルトニウムによる骨

表面又は肺の等価線量 

防 護 対 策 の 内 容 

10,000～ 
50,000 

100,000～ 
500,000 

住民は、自宅等の屋内へ退避する

こと。その際、窓等を閉め気密性に

配慮すること。 
 ただし、施設から直接放出される

中性子線又はガンマ線の放出に対

しては、指示があれば、コンクリー

ト建家に退避するか、又は避難する

こと。 
50,000 以上 500,000 以上  住民は、指示に従いコンクリート

建家の屋内に退避するか、又は避難

すること。 
 
「原子力施設等の防災対策について」（昭和 55 年 6 月 30 日原子力安全委員会決定 
（最終改訂 平成 22 年 8 月 24 日））より 



［6,900μSv/each time］

［1,000μSv/year］

［600μSv/each time］

［50μSv/each time］

［50μSv/year］

［～10,000μSv/year］

［～2,400μSv/year］

［～400μSv/year］

［～200μSv/round trip］

［22μSv/year］

［10μSv/year］

(Ref) Average dose rate at the monitoring post of Tokyo (3/16 9:00～3/17 9:00, , March) : 0.054μSv/h = 474μSv/y 

Radiation dose
(microsievert:μSv）

10,000

1,000

100

10

250,000

［50,000μSv/year］

Upper limit of radiation dose permitted for 
people who engage in emergency work. 

Upper limit of radiation dose permitted for radiation workers, 
police , and firefighters who engage in  disaster prevention. 

［250,000μSv/year］

50,000

Radiation in Daily-life

Radiation dose in 
Guarapari(Brazil) per year.

Natural radiation 
dose per year.

Global 
average

Maximum difference of the average of 
natural radiation dose in each prefecture. 

Gifu Kanagawa

An air travel between Tokyo and New York (RT). 

(Increased cosmic radiation at high altitude.)

Evaluated dose of radiation from radioactive 
substance emitted from the nuclear fuel 
reprocessing plant per year. 

Standard radiation dose from 
Clearance level.

Space 0.39       ingestion 0.29

Earth   

0.48

Radon absorbed

in air  1.26

Standard dose of radiation around a 
nuclear plant (light water reactor). 

(Actual result is far below the value.)

Chest X-ray examination.

gastrointestinal X-ray examination.

Dose limit for public per year 
(except for medical care). 

Chest CT scan

※Unit : μSv




